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花いっぱい　咲かせよう
子ども会と地域で　花の苗植え

旧来原小学校体育館前　フラワースタンド　（６月２８日）

咲きそろったマリーゴールド（８月上旬）
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来
原
地
域
の
皆
様
へ 

―

来
原
コ
連
協
会
長

秋
　
國
　
　
満

　

来
原
地
域
の
皆
様
、
お
元
気
で
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
？

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
コ
連
協
の
行
事
や
事
業
、
ま
た
市
・
町

の
行
事
な
ど
も
相
次
い
で
中
止
と
な
り
、

三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
閉
校
と
な
っ
た

来
原
小
学
校
の
閉
校
式
も
延
期
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
七
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

百
四
十
七
年
と
い
う
長
い
歴
史
と
伝
統

が
あ
り
、
地
域
の
宝
で
も
あ
っ
た
来
原
小

学
校
、
校
舎
か
ら
は
校
内
放
送
が
流
れ
な

く
な
り
、
グ
ラ
ン
ド
か
ら
子
供
達
の
歓
声

が
聞
こ
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

学
校
の
前
を
通
る
時「
本
当
に
学
校
が

無
く
な
っ
た
ん
だ
な
」と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

来
原
地
域
か
ら
活
気
が
失
わ
れ
た
様
に

思
い
ま
す
。
こ
の
様
な
時
こ
そ
、
コ
連
協
を

中
心
と
し
て
地
域
の
皆
様
と
共
に
活
気
あ

る
地
域
作
り
に
頑
張
っ
て
行
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
共
ご
支
援
と
ご

協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
梅
雨
明
け
と
共
に
暑
さ
が
一

段
と
厳
し
く
な
り
ま
す
。

　

お
身
体
に
十
分
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
地
域
の
多
く
の
行
事
が
中
止
・

延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
で
、
地
域
の
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
作
り
、
そ
れ
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、こ
の
状
況
下
で
は
思
う
よ
う
に
な
り
ま

せ
ん
。
コ
ロ
ナ
の
収
束
を
願
い
つ
つ
、新
し
い
生
活
様
式
に
も
対
応
し
た

行
事
の
あ
り
方
な
ど
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域

の
皆
様
に
も
い
ろ
い
ろ
と
ご
意
見
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、今
後

と
も
コ
連
協
の
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

副
会
長

加
古
山 

芳
野

副
会
長

髙 

橋 

治 
喜

副
会
長

猪 

掛 

公 

詩
　

こ
の
度
、
女
性
部
長
・

副
会
長
を
引
き
継
ぎ
ま

し
た
加
古
山
で
す
。
小
学

校
の
統
合
に
加
え
、
今
年

は
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
延

期
・
中
止
と
な
り
、
地
域

の
関
わ
り
も
希
薄
に
な
り

が
ち
で
す
が
、
で
き
る
こ

と
に
は
取
り
組
ん
で
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
コ
連
協
副

会
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
皆
さ
ん
と
知
恵
を
絞
っ

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に

向
け
て
新
し
い
行
事
の
も
ち
方
、

そ
し
て
コ
連
協
の
在
り
方
を
議
論
し

進
め
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
同
様
、
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

来原地区コミュニティづくり連絡協議会の2020年度定期総会　決算報告・予算より

【2019年度決算（一般会計）】
［収入決算額］ ［収入予算額］［支出決算額］ ［支出予算額］

【2020年度予算（一般会計）】

収入3,950,595円－支出2,464,067円＝1,486,528円（翌年度繰越額）
収入・支出予算額	 3,787,871円
総務部費・基金積立金	 1,600,000円
（将来的な財政需要に対応するための基金です）

2020年度の活動計画について
　2020年度の定期総会は新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から書面議決として実施
し、全ての議案について承認していただきました。ありがとうございました。
　来原小学校が統合となり、これまで以上に地域住民が力を合わせ、地域を盛り上げていくべき
ところですが、ご承知いただきますように今年度は感染症拡大防止のため、活動を中止や縮小あ
るいは延期せざるを得ない状況があります。何より皆様の健康を第一に取組を進めてまいりま
すので、引き続きご理解とご協力をお願いいたします。
　以下、今年度の主要な活動について現在の計画をお知らせします。

　〇青色防犯パトロール車の運行による啓発活動
高宮町内８つの地域振興会が、運行計画に従い年間を通じて交代で実施しています。

　〇来原地区児童街頭交通指導（毎週月曜日　原田４箇所、来女木２箇所）
街頭交通指導は児童の保護者、来原地区の民生委員・児童委員、コ連協役員（会長、副会長、
部長、顧問、地域代表）で実施しています。

　〇花の苗植え活動（６月28日（日）に実施しました。）
昨年度までは来原小学校の学校活動として児童が参加していましたが、今年度は原田子ど
も会、来女木まこと子ども会の協力により、多くの皆さんに参加していただきました。

　〇安芸高田市生活支援員制度による高齢者等の見守り活動
現在６名の方の見守りを行っています。この制度の活用についてご希望等ございました
ら、最寄りの役員にご相談ください。

　〇福祉弁当サービス
75歳以上のお一人暮らしの世帯と80歳以上のご夫婦世帯に、年２回福祉弁当をお配りし
ていますが、新型コロナウイルス感染症の収束状況を考慮しながら、実施の検討をします。

　〇旧来原小学校跡地活用に関する意見交流
　〇くるはらミニ駅伝競走大会の今後のあり方についての協議

新型コロナウイルス感染症の収束状況を考慮しながら、実施の検討をします。

　〇５月31日（日）来原さんばい祭り　　　　　〇８月７日（金）平和の灯の集い
　〇７月25日（土）たかみや湯の森・土用夜市　〇10月18日（日）たかみや大地の祭り

例年どおり実施する活動

実施未定の活動

開催中止、また協力を予定しながら中止となった活動

そ の 他

　新型コロナウイルス感染症の影響により延期
となっていますが、感染症の収束状況を考慮し
ながら、秋以降に開催する予定です。日時等決
定しましたらご案内しますので、多くの方にご
参加いただければと思います。

　毎年、10月第２日曜日に来原小学
校体育館を会場として開催していま
すが、今年度は一堂に会しての行事は
行わないこととし、対象の皆様のご自
宅に敬老祝品をお届けする予定です。

前年度
繰越金

807,838円

馬事畜産振興
協議会奨励金 

340,000円

諸収入 146,293円

繰入金 202,856円

市補助金等 2,453,608円

総務部費
608,367円

環境保全部費 234,182円
広報部費 171,802円

福祉厚生部費
676,501円

体育部費 62,630円 青少年育成部費 153,341円

翌年度繰越金 
1,486,528円

文化部費
557,244円

前年度
繰越金

1,486,528円

・馬事畜産振興協議会奨励金 0円
・諸収入 2円

繰入金 201,341円

市補助金等
2,100,000円

総務部費
2,020,000円

環境保全部費 310,000円

広報部費 120,000円

青少年育成部費 35,000円

体育部費 
175,000円

福祉厚生部費 
727,000円

・文化部費 0円

予備費 400,871円

来原小学校閉校記念行事
（主催：来原小学校閉校記念事業実行委員会）

来 原 敬 老 会
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定期総会より
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　くるはら保育園の子どもたちは「元気な子」「頑張
る子」「やさしい子」を保育目標として、毎日元気に
過ごしています。新型コロナウイルス感染症の影
響で様々な行事や活動が自粛、または延期となり残
念ですが、その分お友だちと仲良く、楽しく過ごし
ていこうと日々の保育をすすめているところです。
感染拡大防止として、子どもたちに手洗い・うがい・

手指消毒の習慣をつけ、部屋の換気・消毒・空間除菌機を設置するなどして対策に心がけています。
　子どもたちは、外から帰った後・トイレの後など活動の区切りごとに、手洗い用のハンドソープ
を手にとり、手のひら・指の間・手の甲・指先・手首と順序よく洗っていきます。きちんと手洗い・
うがいができているか、保育士が見守りながら感染症予防に努めています。
　また、この度原田の渡辺志郎様より、足踏み式消毒液スタ
ンド2台を寄贈していただきました。手作りで子どもたち
の大好きなアンパンマンもついています。子どもたちのた
めにと心がこもった贈り物に感謝の限りです。これからも
保育園の子どもたちが健康で、すくすくと大きくなるよう
に、コロナ対策もきちんと行っていきながら、子どもたちと
ともに、いつも見守ってくださっている地域の皆さんに『あ
りがとう』の感謝の気持ちも育んでいきたいと思います。

原田駐在所より

来原郵便局より

　

平
素
よ
り
警
察
業
務
へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
４
月
か
ら
原
田
駐
在
所
で
勤
務
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
林　

健
一
郎
と
申
し
ま
す
。

　

前
任
地
で
は
広
島
南
警
察
署
で
交
番
勤
務
を
し

て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
私
自
身
初
め
て
の
駐
在
所
勤
務
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
緊
張
感
を
持
っ
て
勤
務
に
あ

た
っ
て
お
り
ま
す
。

　

来
原
地
区
の
住
民
の
方
々
は
良
心
的
で
協
力
的

な
方
ば
か
り
で
あ
り
、
事
件
事
故
も
少
な
い
地
域

だ
な
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
来
原

地
区
に
お
い
て
交

通
死
亡
事
故
や
特

殊
詐
欺
被
害
を
発

生
さ
せ
な
い
よ
う

に
、
積
極
的
に
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

巡
回
連
絡
を
通
じ

て
防
犯
指
導
等
を

実
施
さ
せ
て
い
た

だ
こ
う
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
影
響
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
来

原
郵
便
局
の
コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
の
紹
介

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

局
内
の
飛
沫
感
染
・
接
触
感
染
防
止

対
策
と
し
て
定
期
的
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど

の
拭
き
掃
除
を
行
う
他
、
窓
口
カ
ウ
ン

タ
ー
に
は
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
、ロ
ビ
ー
に

は
除
菌
シ
ー
ト
や
消
毒
液
を
設
置
し
て

い
ま
す
。（
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
、
足
踏
み

式
消
毒
液
ス
タ
ン
ド
の
設
置
は
渡
辺
志

郎
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。）

　

私
た
ち
職
員
は
出
勤
前
の
検
温
、
マ

ス
ク
の
着
用
を
行
い
、
休
日
も
大
勢
の

人
が
集
ま
る
場
所
に
極
力
行
か
な
い
よ

う
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

来
原
郵
便
局
で
は
こ
の
数
か
月
間
、

多
く
の
お
客
さ
ま
が
お
荷
物
を
送
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

離
れ
て
住
む
ご
家
族
や
ご
友
人
に
会

い
に
く
い
今
、気
持
ち
を
込
め
た
贈
り
物

を
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

郵
便
局
で
は
各
種
カ
タ
ロ
グ
や
暑
中

見
舞
い
用
の
は
が
き
な
ど
を
取
り
扱
っ

て
お
り
、
皆
様
の「
気
持
ち
を
届
け
る
」

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
と
い
う
見
え
な
い
敵
と

の
闘
い
は
長
期
戦
と
な
る
様
相
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
安
心
し
て
郵
便

局
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
意
見
な
ど
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
お
申
し
つ
け
く

だ
さ
い
。

窓口カウンタービニールシート

足踏み式消毒液スタンド 
くるはら放課後児童クラブのコロナ対策

　元気いっぱいの小学生にとって、密閉・密接・密集の【３密】を避けるのは、なかなか難しい。
ひと部屋で過ごす児童クラブでは、なおさらです。おやつの前には、一つの座卓を二人ずつ、
両端に分かれて使います。写真のように、一方を向いて、マスク着用率は100パーセント！
子どもたちも慣れているとはいえ、感心します。遊ぶ時には、どうしても近くなりますが、
大勢で固まるより、２〜３人ずつで遊ぶこと
が多いようです。
　みんなが使う机やドアノブなどは、アル
コール消毒します。最近、次亜塩素酸 空間
除菌脱臭機が設置され、毎日、ブンブン稼働
しています。コロナに負けないよう、みんな
で頑張っていきましょう。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
４
月
22

日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
の
間
、
児
童
ク
ラ
ブ
を
除
き
施
設
の

一
般
利
用
を
中
止
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
利
用
団
体
の
皆
様

に
は
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
現

在
は
利
用
出
来
ま
す
が
、
利
用
に
あ
た
っ
て
は
感
染
症
予
防

対
策
の
た
め
、次
の
点
に
留
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
３
つ
の
密（
密
閉
、密
集
、密
接
）と
な
ら
な
い
こ
と

●�

発
熱
や
、
軽
度
で
あ
っ
て
も
咳
・
咽
頭
痛
な
ど
の
症
状
が

あ
る
な
ど
体
調
の
悪
い
方
は
利
用
を
自
粛
す
る
こ
と

●
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と

●
室
内
の
換
気
を
１
時
間
に
１
回
以
上
実
施
す
る
こ
と

●
手
指
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
に
努
め
る
こ
と

　
（
消
毒
液
は
施
設
に
置
い
て
あ
り
ま
す
）

　

�

ま
た
、清
潔
・
快
適
な
施
設
利
用
の
た
め
、次
の
２
点
に
つ

い
て
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

昨
年
か
ら
施
設
内
を
禁
煙
と
し
て
い
ま
す
。
施
設
周
辺
の

喫
煙
に
つ
い
て
も
、
喫
煙
者
の
責
任
に
お
い
て
吸
い
殻
は

持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

●�

玄
関
前
で
ア
ル
ミ
缶
を
回
収
し
て
い
ま
す
が
、
ス
チ
ー
ル
缶

な
ど
回
収
し
て
い
な
い
容
器
類
は
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

来
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
プ
ラ
タ
ナ
ス
）の
利
用
に
つ
い
て

2020年度　来原地区コミュニティづくり連絡協議会役員名簿
　
住
野
工
業
で
は
、
国
際
社
会
と
の
調
和
あ
る
発
展
を

担
う「
人
づ
く
り
」に
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
十
九

名
の
外
国
人
技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
の
皆
様
へ
、
縁
あ
っ
て
日
本
に
来
た
、
十
九
名

の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
十
九
名
全
員
、
タ
イ
か
ら
来
た
男
性
で
す
。
彼
ら
は

素
直
で
、
と
て
も
真
面
目
な
人
柄
で
、
私
達
の
職
場
の

雰
囲
気
が
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
微
笑
み
の
国
と
言
わ

れ
る
だ
け
あ
っ
て
、と
て
も
素
敵
な
笑
顔
を
さ
れ

ま
す
。

　
日
本
語
は
あ
ま
り
上
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

身
振
り
手
振
り
、絵
を
描
く
等
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
異
国
の
地

で
頑
張
る
彼
ら
に
、温
か
く
接
し
て
い
た
だ
け
る

と
幸
い
で
す
。

　
来
原
地
区
の
皆
様
と
一
緒
に
、彼
ら
に
素
敵
な

思
い
出
を
残
し
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　平素は、たかみや湯の森をご愛顧いただきまして、誠にあ
りがとうございます。
　さて、去る１月の人事により拝命いたしました、支配人の
河野一彦と支配人補佐の上段崇宏でございます。
　微力ではございますが、来原地区の皆様をはじめ、多くの
お客様に喜んで頂ける施設運営に取り組んでまいる所存で
ございますので、今後とも一層のご指導ご鞭撻を賜りますよ
う宜しくお願い申し上げます。

住
野
工
業
で
働
く
、

　
　
外
国
人
技
能
実
習
生

住
野
工
業
株
式
会
社
　
高
宮
工
場
　
小
西
　
克
幸

河野一彦支配人 上段崇宏補佐

コ
連
協
へ
の
篤
志
寄
付
に

　
　
　
　
　
　
　
　
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

故　

川
森　

良
晴
様（
原
田
、80
歳
）　

ご
遺
族

行政区名 推進委員 女性部連絡員 地域代表 顧　問 執行部

原

田

赤

すだれ 18 長谷川隆行 藤原佳世子 中川　雅彦 地元市議会議員

〃

〃

塚本　　近 会　長 秋國　　満
切　田 8 溝口　賢三 末田　美穂 荒川　　裕 秋田　雅朝

副会長

猪掛　公詩
深　渡 10 岩見　　宏 岩見千鶴子 藤原佳世子 山根　温子 高橋　治喜
中　原 7 曽根　章男 岩見　　宏 コ連協前会長 平野　弘則 加古山芳野
上沖城 13 小川　和美 神山　吉子 河内　秀子 グループ理事 総務部長 岩㟢　　猛

緑

下沖城 28 遠野　一基 有松千代子 遠野　優子 上野　　将 来女木
ひまわり会

〃
〃
〃

秋國　　満 部　員

上　城 21 市尻　浩二 加古山芳野 有間　順子 遠野　一基 岩崎　　猛 福祉厚生部長 加古山紀美恵

土居谷 16 上野　　将 高橋タカ子 遠野　千穂
有松千代子 高橋　治喜 部　員

加古山芳野 森光　幸恵 体育部長 信藤　　清

黄

宍戸城 11 黒田　浩樹 己岡　裕子 菅原　正義 原田カラス

〃

〃

〃

猪掛　公詩 部　員

細河内 11 稲田　瑞穂 稲田　由希 菅原希和恵 倉谷　昌司 中川　雅彦 青少年育成部長 佐竹　正充
後岡城 29 菅原　正義 道沖　月美 川森　純子 稲田　由希 猪掛　生詩 部　員

日南側 16 倉谷　昌司 倉谷　元巳 吉岡　美紀 倉谷　元巳 小早川　章 文化部長 上野　一彦

白

東　城 25 山根　温子 津島　明江 竹内　晶子 清水　成美 来女木子ども会 出張　一樹 部　員

上仁王丸 11 塚本　　近
山田しのぶ

山根　温子 原田子ども会 佐竹　正充 環境保全部長 中崎　克則
山　田 8 清水　成美 津島　明江 高宮小学校PTA 佐竹　正充 部　員

下仁王丸 12 今田　和哉 佐々木英子 佐々木英子 高宮中学校PTA 中村　克久 広報部長 山根　温子
柆原　1 7 木村　次夫

佐々木真由美
来女木神楽団 吉岡　　琢

部　員

中川　雅彦
柆原　2 3 戸田　敏昭 原田神楽団 塚本　　近 川森　博継

来

女

木

紫

茂　谷 28 岡田　雅彦 出張ミサコ 信藤　　清 原田はやし田
保存会 上野　一彦 中土居博臣

仲仙道 16 信藤　　清 秋田留美子 高橋　治喜 消防団第１分団 中川　雅彦 高橋　治喜
後　迫 13 児玉　　晃 讃岐　政子 讃岐　政子 消防団第２分団 住吉　主税

監　事
荒川　　裕

行　田 5 南　　忠信 民生委員協議会 加古山紀美恵 伊藤　良治

茶

宮野・常広 28 上川　真司 宮田　淑子 小田　鈴恵 新庄　勇二 老人会 舛岡　秀人

事務局・
会計

高下　正晴
（会計）宮　迫 22 秋國　　満 山口　節子 宮本千恵美 伊藤　良治 広島北部農協 中崎　克則

向　原 23 新庄　勇二 岩岡千代子 森光　幸恵 岩見　孝志
来女木市 14 伊藤　良治 山口スエ子 児玉　　晃

合計 26集落

みんなの

元気の素

よ り



2020（令和２）年８月18日（8）く　　る　　は　　ら第　57　号　

バス通学を見守る街頭交通指導
　子どもたちは、2つのルートに分かれて高宮小学校にバスで通学しています。
　街頭交通指導は、児童がバスに乗車するまで、また児童が集合するまでの朝の声かけや道路
横断の指導などをお願いしています。

編
集
後
記

「
山
紫
に
水
清
く
…

学
ぶ
わ
れ
ら
は
幸
多
し
」

　

来
原
小
学
校
の
閉
校
式
が
、

７
月
26
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

歴
史
と
伝
統
あ
る
学
舎
へ
の

感
謝
の
思
い
を
胸
に
、
統
合
し

た
高
宮
小
学
校
で
の
地
域
の
子

ら
の
健
や
か
な
成
長
と
幸
多
か

れ
を
願
い
ま
す
。　

（
Ａ
・
Ｙ
）

高宮小学校

万感の思いを込めて

来原小学校  ありがとう(7月26日）


